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【参考】 

考えられる研修の種類 例示 

①管理職を含めた職員全体を

対象にした虐待防止や人権

意識を高めるための研修 

✓ 基本的な職業倫理 

✓ 倫理綱領、行動指針、掲示物の周知（虐待防止の委員会で検討

された内容を含めて） 

✓ 障害者虐待防止法等関係法律や通知、指定基準等の理解 

✓ 障害当事者や家族の思いを聞くための講演会 

✓ 過去の虐待事件の事例を知る等 

✓ 職場内研修用冊子の活用 

☞ https://www.mhlw.go.jp/content/000686501.pdf 

②職員のメンタルヘルスのため

の研修 

怒りの感情への対処法を身につけるための研修としての「アンガーコ

ントロール」 

③障害特性を理解し適切に支

援が出来るような知識と技術

を獲得するための研修 

✓ 障害や精神的な疾患等の正しい理解 

✓ 行動障害の背景、理由を理解するアセスメントの技法 

✓ 自閉症の支援手法（視覚化、構造化等） 

✓ 身体拘束、行動制限の廃止 

✓ 服薬調整 

✓ 他の障害者福祉施設等の見学や経験交流等 

✓ ・コンサルテーションの導入 

④事例検討 

✓ 障害者のニーズを汲み取るための視点の保持 

✓ 個別のニーズを実現するための社会資源等の情報や知識の習

得 

✓ 個別支援計画というツールを活用しての一貫した支援及び支援

者の役割分担等 

⑤利用者や家族等を対象にし

た研修 
「わかりやすい 虐待防止法パンフレット」 

※令和 4年度障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修｜施設向け講義（片桐公彦氏）より抜粋。 
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【参考】 

「小さな出来事」の例 

① 周囲がさわがしく声が届かないので、Ａさんに大きな声で話しかけました。その様子をたまたま見て

いたご家族から、後に「職員が怒鳴りながら指示を出していた」と指摘がありました。 

② Ｂさんがなかなかイスに座ろうとしないので、両肩を上から押さえつけるように座らせました。その後

も立ち上がろうとする度に座らせるようにしました。 

③ Ｃさんは、いつも夕食時間を過ぎているのにゆっくり食べています。つい「もう時間ですよ。いらないな

ら下げますよ」と言ってしまったり、食事介助のスピードを上げてしまいます。 

④ Ｄさんはなかなか水分を取られません。水分摂取のため、積極的に水を飲ませています。 

また、Ｄさんはトイレで１回転倒したことがあったので、それ以降職員がトイレの個室に入って様子をみ

ています。 

⑤ Ｅさんは外出時車内で一人になると中から鍵を開けて飛び出してしまうので、チャイルドロックを使用

しています。 

⑥ Ｆさんは最近作業にあまり積極的に取り組んでくれません。 

「給料もらえないですよ」「好きなもの買えなくなりますよ」などと言って作業を促しています。 

⑦ Ｇさんはわがままな部分が多く、家庭でしつけができていないので、しつけのつもりで厳しく接するこ

ともあります。 

⑧ Ｈさんと面談時、面談をスムーズに進めるために「はい」「いいえ」で答えられる質問を中心に進めて

しまっています。 

⑨ 作業所で働くＩさんの書類作成を支援していたのですが、職業欄に「無職」と書いたら、ご本人から

「無職じゃない」と言われました。 

⑩ 他の方の支援中に、Ｊさんから「昨日いやなことがあった」と話しかけられました。 

「今いそがしいからごめんなさいね～。ちょっとまっててくださいね～」と言ったまま、１日が過ぎてしまい

ました。 

⑪ Ｋさんは、半年前移動中にエレベーター内で他害行為をしてしまったことがあります。 

今日も少し不穏な様子が見られたので、エレベーター内ではＫさんと他の乗客の間に入って立ちまし

た。 

⑫ ＬさんはＧＨで生活していますが、最近近所の飲食店で仲の良くなった人から、５万円を貸して欲しい

と言われ、どうしても貸してあげたい、と言っています。周りの人間としては止めたいので、「返ってこな

かったらどうするの」などと伝えました。 

⑬ Ｍさんは 40歳の男性ですが、スタッフから「じゅんちゃん」と呼ばれています。スタッフにちゃん付けと

している理由を聞いたところ、「小さい頃から関わっているから」と言っていました。 

※令和 4年度障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修｜共通講義（関哉直人氏）より引用。 ※原文ママ 

 


